
令和４年度事業報告書 

 

 令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人 長崎のぞみ会 

１ 事業の成果 

本年度は、例年と同様に地域活動支援センターⅢ型を中心に長崎市の精神保健福祉に係る事業を

展開した。特にピアサポート事業の反響を実感し、多くの方に認知してもらえる年度となった。 

長崎市より委託を受けた、本年度も昨年に引き続き「地域生活支援促進事業」として「長崎市精

神障害者ピアサポーター養成講座」の、全 9回の講座を実施し、19名の修了生を輩出した。修了後

も交流会を開催することでピアサポートの輪をつなげることを心がけた。 

地域活動支援センターⅢ型「のぞみ共同作業所」では、施設内での新型コロナウイルス感染の拡

大を抑え、利用者が安心して毎日通えるように平常通りの運営を実施することができた。日中活動

では、工賃契約の利用者と憩いの利用者が通所し、それぞれの目的で共に過ごしている。日々の生

活にメリハリを感じながら意欲的に過ごせるように、花見、七夕、クリスマス会、豆まきなど利用

者全員で楽しめる企画を行った。また、平日には参加が難しい方も土曜日に集いの場を設け、日ご

ろ他人とコミュニケーションがとりにくい方の語らいの場ともなっている。特に当法人は、音楽教

室を併設しており、音楽講師による生演奏や全員でハンドベル、カラオケ発表など、音楽を楽しむ

場も積極的に取り入れている。そして、昨年度に引き続き大学生の学びの場として、長崎大学医学

部保健学科作業療法学科の 7週間の対面実習や、長崎大学と長崎県立大学の看護学専攻の実習の受

け入れも行い、福祉現場での利用者との交流を通して、精神障害者とのかかわり方、理解を深めて

もらった。土曜日に実施している「ピアサポートちゃんぽん」は、本年度も毎月 1回「長崎市障害

福祉センター」の一室で行い、毎回 10名を超える参加があった。当事者・支援者の垣根を越え

て、お互いの悩みなどを語り合い、共感しあい、理解しあえる場となった。団体設立当初から継続

している精神障害者家族会では、本年度も「福祉の制度」や「障害への理解」など、会員の悩みや

要望に沿って毎月テーマを決めて講座を行い、会員の声に耳を傾け、時には助言を行った。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事業名 事 業 内 容 

(A)当該事業の実施日時 

(B)当該事業の実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)人数 

事業費の

金額 

(千円) 

精神障害者知

的障害者、高次

機能障害者、ｱﾙ

ｺｰﾙ中毒者とそ

の家族の福祉

に関する事業 

 

精神障害者等の家族会 (A)毎月 1回 土曜日 

 10：00～12：00 

(B)のぞみ共同作業所 

(C)2名 

(D)のぞみ家族会 

 対象者 10 名 

 

(E)85 名 

42 

地域活動支援

センターのぞ

み共同作業所

を受託運営す

る事業、その他

の施設等を運

営する事業 

利用者に対し創作的活

動又は生産活動の機会

の提供及び社会との交

流の促進を図るととも

に、日常生活に必要な

便宜の供与を行う。 

(A)毎週 月～木曜日 

10:00～18：00 

  月 2～3回 土・日曜日 

13：00～15：00 

(B)のぞみ共同作業所、 

もりまちハートセンター 

(C)４名 

(D)地域活動支援セ

ンターⅢ型 

対象者 52名 

年間利用者 

(E) 1593 名 

676 



長崎市精神障

害者ピアサポ

ーター養成講

座を受託運営

する事業 

自らの当事者性を活か

しながら他の精神障害

者を支援するピアサポ

ーターの養成と、その

社会参加を促進すると

ともに、ピアサポータ

ーの活用方法を理解し

た障害福祉サービス事

業所等の従事者を養成

する。 

(A)全 9回 8月～12月  

日曜日 13:00～17：00 

(B)長崎大学医学部保健学科 

(C)10 名 

(D)講座受講生 

対象者 26名 

年間利用者 

(E)200名 

215 

 


